
　ホームステイ中は、普段の生活やお祈りの
こと、パレスチナ人がイスラエル側に行くのに
許可が必要なことなどについて話しました。
よく喋ってよく笑う、私たちと何も違わない彼
女たち。市民大会での発表を聞き、辛い過去
があることに驚きました。個人と国は別物であ
り、平和のために一個人として相手と向き合
う彼らの姿を、見習わなければいけないと考
えさせられました。

23

　
市
や
関
係
団
体
で
つ
く
る
実
行
委
員
会
（
委
員
長
、
山
崎
善
也
・
綾
部

市
長
）
は
８
月
14
〜
20
日
、
中
東
和
平
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
in
綾
部
を
開
催
し

ま
し
た
。
今
回
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
は
、
対
立
す
る
イ
ス
ラ
エ
ル
と
パ
レ

ス
チ
ナ
の
紛
争
で
、
親
族
な
ど
を
亡
く
し
た
若
者
６
人
と
そ
れ
ぞ
れ
の
引

率
者
２
人
が
来
日
。
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
な
ど
で
互
い
に
交
流
し
、
平
和
へ
の

思
い
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

中
東
和
平
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
in
綾
部

交
流
で
平
和
な
未
来
を
紡
ぐ

4

ホ
ー
ム
ス
テイ
で
日
本
文
化
体
験

８
月
14
日
午
後
７
時
、
イ
ス
ラ

エ
ル
の
４
人
が
無
事
、
市
役
所
に

到
着
。
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
の
対
面
式

で
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
（
滞
在

を
受
け
入
れ
る
家
族
）
ら
に
温
か

く
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。
翌
15
日
は

台
風
10
号
の
影
響
で
、
参
加
予
定

だ
っ
た
市
民
平
和
祈
願
の
集
い
と

あ
や
べ
盆
お
ど
り
大
会
が
中
止

に
。
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
家
で

浴
衣
を
着
付
け
て
も
ら
っ
た
り
、

茶
道
を
体
験
し
た
り
し
て
、
日
本

の
文
化
に
触
れ
ま
し
た
。

一
方
、
パ
レ
ス
チ
ナ
の
４
人
は

予
定
よ
り
も
１
日
遅
れ
で
出
国
。

台
風
に
よ
り
到
着
す
る
空
港
が
急

き
ょ
、
関
西
国
際
空
港
か
ら
成
田

国
際
空
港
（
千
葉
県
）
に
変
更
さ

れ
、
新
幹
線
で
京
都
に
、
そ
し
て

迎
え
の
車
で
綾
部
に
移
動
し
ま
し

た
。
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
に
到
着
し

た
の
は
、
15
日
の
夜
11
時
す
ぎ
。

長
旅
の
疲
れ
を
見
せ
な
が
ら
も
、

イ
ス
ラ
エ
ル
の
参
加
者
と
抱
擁
し

て
出
会
い
を
喜
び
ま
し
た
。

16
日
の
朝
は
、
両
参
加
者
が
初

め
て
そ
ろ
っ
て
食
卓
に
。
は
し
の

使
い
方
を
練
習
し
た
り
、
日
本
食

に
つ
い
て
尋
ね
た
り
し
な
が
ら
、

朝
食
を
楽
し
み
ま
し
た
。

そ
ろ
っ
て
ス
ピ
ー
チ
披
露

16
日
午
後
か
ら
は
、
西
町
一
丁

目
の
Ｉ
・
Ｔ
ビ
ル
で
「
中
東
和
平

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
in
綾
部
・
市
民
大

会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
イ
ス
ラ

エ
ル
引
率
者
の
イ
タ
イ
さ
ん
が

「
多
く
の
困
難
を
乗
り
越
え
、
全

員
が
そ
ろ
っ
て
こ
こ
に
立
て
た
こ

と
は
と
て
も
光
栄
」
と
話
し
、
１

人
ず
つ
自
身
の
体
験
を
発
表
。
約

１
５
０
人
の
来
場
者
を
前
に
、
紛

争
で
親
族
を
失
っ
た
悲
し
み
や
平

和
へ
の
希
望
を
訴
え
ま
し
た
。

続
い
て
、
府
立
綾
部
高
校
の
書

道
部
と
Ｅ
Ｓ
Ｓ
（
英
会
話
）
部
の

生
徒
が
登
壇
。
筆
で
言
葉
を
書
い

た
う
ち
わ
を
、
英
語
で
意
味
を
説

明
し
な
が
ら
手
渡
し
ま
し
た
。
１

年
生
の
中
西
望
さ
ん
は
「
互
い
に

親
交
を
深
め
て
よ
り
良
い
関
係
が

築
け
る
よ
う
に
『
友
』
と
『
結
』

の
字
を
選
ん
だ
」
と
笑
顔
。
最
後

に
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
か
ら
も
プ

レ
ゼ
ン
ト
が
手
渡
さ
れ
、
抱
擁
し

て
別
れ
を
惜
し
み
ま
し
た
。

外
務
省
な
ど
で
平
和
を
訴
え

参
加
者
は
19
日
、
参
議
院
と
外

務
省
を
訪
問
。
駐
日
イ
ス
ラ
エ
ル

大
使
館
・
駐
日
パ
レ
ス
チ
ナ
常
駐

総
代
表
部
ら
の
同
席
の
も
と
、
山

東
昭
子
参
議
院
議
長
や
山
田
賢
司

外
務
大
臣
政
務
官
と
面
会
し
ま
し

た
。
山
崎
善
也
市
長
が
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
概
要
を
説
明
し
た
後
、
参

加
者
代
表
が
ス
ピ
ー
チ
。
山
東
議

長
は
「
こ
の
よ
う
な
草
の
根
の
活

動
が
い
か
に
重
要
か
認
識
し
て
い

る
。
肉
親
を
亡
く
し
な
が
ら
も

色
々
な
思
い
を
乗
り
超
え
、
取
り

組
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
敬
服
す
る
」

と
述
べ
、
山
田
政
務
官
は
「
紛
争

で
親
族
を
亡
く
し
た
者
同
士
の
交

流
は
難
し
く
、
来
日
し
た
メ
ン

バ
ー
、
綾
部
市
に
対
し
敬
意
を
表

す
る
」
と
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
取

り
組
み
を
評
価
し
ま
し
た
。

参
加
者
は
20
日
、
同
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
全
行
程
を
終
了
。
日
本
で

の
た
く
さ
ん
の
思
い
出
を
胸
に
、

帰
国
の
途
に
つ
き
ま
し
た
。

市
民
大
会
で
の
体
験
発
表
は
次

の
と
お
り
で
す
。

父
の
勧
め
で
遺
族
会
に
参
加

曾
祖
父
と
祖
父
、
２
人
の
叔
父

を
イ
ス
ラ
エ
ル
軍
の
占
領
下
で
失

く
し
ま
し
た
。
父
の
勧
め
で
、
９

年
前
に
遺
族
会
の
活
動
に
参
加
。

そ
こ
で
初
め
て
、
兵
士
で
は
な
い

イ
ス
ラ
エ
ル
人
に
出
会
い
ま
し
た
。

今
回
日
本
に
来
る
こ
と
が
で
き
て
、

と
て
も
う
れ
し
い
で
す
。

耳
を
傾
け
共
感
す
る
こ
と
が
大
切

私
の
育
っ
た
テ
ル
ア
ビ
ブ
で
は

２
０
０
０
年
ご
ろ
、
パ
レ
ス
チ
ナ

に
よ
る
テ
ロ
が
頻
発
し
、
恐
怖
に

怯
え
な
が
ら
生
活
し
ま
し
た
。
パ

レ
ス
チ
ナ
人
と
交
流
す
る
中
で
、

私
の
ふ
る
さ
と
は
相
手
の
〝
か
つ

て
の
ふ
る
さ
と
〞
、
私
た
ち
を
守

る
軍
は
、
彼
ら
に
と
っ
て
の
攻
撃

者
だ
と
気
付
き
ま
し
た
。
た
と
え

意
見
が
違
っ
て
も
、
ま
ず
は
話
を

聞
き
共
感
す
る
こ
と
が
大
切
。
い

領
土
が
命
よ
り
大
切
な
の
か

13
年
前
、
イ
ス
ラ
エ
ル
軍
の
パ

イ
ロ
ッ
ト
だ
っ
た
父
を
、
紛
争
で

亡
く
し
ま
し
た
。
耐
え
よ
う
の
な

い
辛
さ
に
、
父
へ
の
思
い
は
募
る

ば
か
り
。
毎
年
夏
に
な
る
と
、
ま

た
紛
争
が
起
き
る
の
で
は
な
い
か

と
恐
怖
に
苛
ま
れ
ま
す
。
な
ぜ
領

土
が
命
よ
り
も
大
切
な
の
で
し
ょ

う
。
互
い
に
耳
を
傾
け
、
対
話
す

る
こ
と
が
平
和
へ
の
唯
一
の
道
。

日
本
で
共
に
多
く
の
経
験
を
し
、

互
い
を
知
る
こ
と
が
、
紛
争
の
解

決
に
つ
な
が
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

紛
争
の
終
わ
り
を
願
っ
て
い
る

１
９
９
９
年
、
叔
父
が
イ
ス
ラ

エ
ル
軍
に
殺
害
さ
れ
ま
し
た
。
遺

族
会
の
活
動
に
参
加
す
る
よ
う
に

な
っ
た
の
は
、
２
０
０
９
年
。
同

年
に
日
本
に
行
っ
た
兄
か
ら
、
日

本
の
人
た
ち
は
と
て
も
温
か
い
と

つ
か
平
和
な
解
決
が
で
き
る
よ
う

働
き
掛
け
た
い
で
す
。

平
和
へ
の
正
し
い
道
に
い
る

い
と
こ
が
イ
ス
ラ
エ
ル
軍
に
殺

害
さ
れ
、
14
歳
の
時
に
遺
族
会
の

活
動
に
参
加
し
ま
し
た
。
日
本
は

自
然
が
美
し
く
、
相
手
を
思
い
や

る
文
化
が
あ
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。

イ
ス
ラ
エ
ル
の
友
人
と
一
緒
に
日

本
の
文
化
を
吸
収
し
た
い
で
す
。

私
た
ち
は
、
平
和
へ
続
く
正
し
い

道
に
い
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

聞
き
ま
し
た
。
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ

リ
ー
の
皆
さ
ん
に
感
謝
し
ま
す
。

紛
争
が
終
わ
る
こ
と
を
強
く
願
っ

て
い
ま
す
。

相
手
国
の
友
人
が
大
切
な
存
在
に

私
の
ボ
ー
イ
フ
レ
ン
ド
は
２
０

０
９
年
の
ガ
ザ
で
の
戦
争
で
国
境

を
守
る
任
務
に
就
い
た
後
、
ト
ラ

ウ
マ
か
ら
悪
夢
で
う
な
さ
れ
る
よ

う
に
。
紛
争
は
、
想
像
以
上
に
私

の
生
活
を
変
え
て
し
ま
い
ま
し
た
。

友
達
と
旅
行
す
る
当
た
り
前
の
よ

う
な
こ
と
も
、
私
た
ち
イ
ス
ラ
エ

ル
人
と
パ
レ
ス
チ
ナ
人
の
間
柄
で

は
難
し
い
で
す
。
パ
レ
ス
チ
ナ
の

参
加
者
の
到
着
を
心
配
し
な
が
ら

待
つ
間
、
私
に
と
っ
て
彼
ら
が
大

切
な
存
在
だ
と
実
感
し
ま
し
た
。

戦
後
復
興
し
た
日
本
を
手
本
に

２
０
０
２
年
、
14
歳
の
時
に
２

つ
歳
上
の
兄
が
、
イ
ス
ラ
エ
ル
軍

に
撃
た
れ
て
亡
く
な
り
ま
し
た
。

こ
の
出
来
事
は
私
た
ち
の
生
活
を

変
え
、
希
望
が
持
て
な
く
な
り
ま

し
た
。
２
０
１
７
年
に
遺
族
会
の

フ
ォ
ー
ラ
ム
に
参
加
。
イ
ス
ラ
エ

ル
人
と
の
交
流
を
通
じ
て
、
彼
ら

も
同
じ
人
間
だ
と
気
付
き
、
少
し

の
希
望
が
見
え
ま
し
た
。
日
本
は

戦
争
か
ら
復
興
を
遂
げ
た
、
私
た

ち
に
と
っ
て
の
手
本
。
東
洋
の
精

神
的
な
伝
統
を
学
び
た
い
で
す
。

紛
争
が
過
去
に
な
る
よ
う
に

イ
ス
ラ
エ
ル
軍
に
い
た
祖
父
は
、

父
が
10
歳
の
と
き
に
亡
く
な
り
ま

し
た
。
父
か
ら
初
め
て
祖
父
の
死

に
つ
い
て
聞
い
た
の
は
５
年
前
。

遺
族
会
が
開
い
た
平
和
集
会
で
、

父
が
家
族
を
亡
く
し
た
悲
し
み
を

語
る
姿
を
見
ま
し
た
。
そ
れ
を
機

に
、
遺
族
会
の
活
動
に
関
わ
り
、

２
０
１
６
年
の
和
歌
山
県
高
野
町

で
の
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
も
参
加

し
ま
し
た
。
い
つ
か
イ
ス
ラ
エ
ル

と
パ
レ
ス
チ
ナ
の
紛
争
が
「
過
去

の
も
の
」
と
言
え
る
日
が
来
る
こ

と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

パレスチナ
ヤナ・
アブアヤッシュさん

イスラエル
エバ・
テンドレットさん

パレスチナ
ラマ・
アブサラさん

イスラエル
アヤ・
ラフトさん

イスラエル
ミハル・
エリーザーさん

イスラエル引率者
イタイ・
レシェムさん

パレスチナ引率者
ムハンマド・
アブジャファルさん

パレスチナ
ルアンダ・
アクタムさん

1市民大会でホストファミリーと
記念撮影　2うちわを手に喜ぶ参
加者と綾部高校の生徒　3初体験
した茶道の作法に驚き　4自分で
選んだ浴衣を着付け　5使い慣れ
ないはしにチャレンジ　6全員で
京都市内を散策　7山東議長に遺
族会の活動などを紹介
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4 3 2

5 1アヤさん（イスラエル・写真中央）とラマさん（パレスチナ・写真左）を受け入れ

イスラエル・パレスチナ問題
　双方の歴史的認識が大きく違い、簡単に説明することは
困難ですが、基本的にはユダヤ人（イスラエル）とアラブ人
（パレスチナ）の土地を巡る争いです。第一次世界大戦時、
同じ土地に対する権利を双方に約束するイギリスの２枚舌
外交が、その原因を作ったと言われています。　
　1948年のイスラエル建国以降、４度にわたる中東戦争が
勃発。現在、イスラエルが軍事的・経済的にも圧倒的に優位
で、パレスチナの力は小さくなっています。また、アラブ諸
国も、一致してアラブの同胞（パレスチナ）を支援する気運
が低下。パレスチナ内部も２つの勢力に分かれており、対イ
スラエル政策に取り組むことが困難な状況です。
　解説：矢野裕巳氏

（大本イスラエル・パレスチナ平和研究所　常務理事・主任研究員）

相手と向き合う姿に感銘
　　  ホストファミリー　波多野　桜さん（味方町）

ことばことば

同プロジェクト初開催時には、首相官邸を訪問し
当時の小泉純一郎首相（写真中央）と面会。「絶
望は愚か者の結論。あきらめることなく和解への
希望を持ち続けてほしい」と激励を受けた

中東和平プロジェクト
　長く続くイスラエルとパレスチナの紛
争で親族などを亡くした若者たちを日本
に招へい。交流を通じてお互いを理解
し、平和の大切さへの認識を深めてもら
う取り組み。世界の混乱・紛争の起源の
多くが中東にあり「中東の和平は世界の
平和に通じる」という理念のもと、平成

15年に本市で初めて開催。以降、日本各
地で開催し、今回で９市町12回目。本市
では、平成22年に続き３回目となった。
平和な解決を目指して活動する、現地の
「遺族会」が、青年の派遣を担っている。

現在のパレスチナは、ヨルダン
川西岸地区とガザ地区のみ。現
在も領土争いが続いています

解 説解 説

サウジアラビア

イラク
シリア

地中海

レバノン

ガザ地区
ヨルダン川
西岸地区

ヨルダンイ
ス
ラ
エ
ルエジプト

　ホームステイ中は、普段の生活やお祈りの
こと、パレスチナ人がイスラエル側に行くのに
許可が必要なことなどについて話しました。
よく喋ってよく笑う、私たちと何も違わない彼
女たち。市民大会での発表を聞き、辛い過去
があることに驚きました。個人と国は別物であ
り、平和のために一個人として相手と向き合
う彼らの姿を、見習わなければいけないと考
えさせられました。
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市
や
関
係
団
体
で
つ
く
る
実
行
委
員
会
（
委
員
長
、
山
崎
善
也
・
綾
部

市
長
）
は
８
月
14
〜
20
日
、
中
東
和
平
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
in
綾
部
を
開
催
し

ま
し
た
。
今
回
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
は
、
対
立
す
る
イ
ス
ラ
エ
ル
と
パ
レ

ス
チ
ナ
の
紛
争
で
、
親
族
な
ど
を
亡
く
し
た
若
者
６
人
と
そ
れ
ぞ
れ
の
引

率
者
２
人
が
来
日
。
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
な
ど
で
互
い
に
交
流
し
、
平
和
へ
の

思
い
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

中
東
和
平
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
in
綾
部

交
流
で
平
和
な
未
来
を
紡
ぐ

4

ホ
ー
ム
ス
テイ
で
日
本
文
化
体
験

８
月
14
日
午
後
７
時
、
イ
ス
ラ

エ
ル
の
４
人
が
無
事
、
市
役
所
に

到
着
。
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
の
対
面
式

で
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
（
滞
在

を
受
け
入
れ
る
家
族
）
ら
に
温
か

く
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。
翌
15
日
は

台
風
10
号
の
影
響
で
、
参
加
予
定

だ
っ
た
市
民
平
和
祈
願
の
集
い
と

あ
や
べ
盆
お
ど
り
大
会
が
中
止

に
。
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
家
で

浴
衣
を
着
付
け
て
も
ら
っ
た
り
、

茶
道
を
体
験
し
た
り
し
て
、
日
本

の
文
化
に
触
れ
ま
し
た
。

一
方
、
パ
レ
ス
チ
ナ
の
４
人
は

予
定
よ
り
も
１
日
遅
れ
で
出
国
。

台
風
に
よ
り
到
着
す
る
空
港
が
急

き
ょ
、
関
西
国
際
空
港
か
ら
成
田

国
際
空
港
（
千
葉
県
）
に
変
更
さ

れ
、
新
幹
線
で
京
都
に
、
そ
し
て

迎
え
の
車
で
綾
部
に
移
動
し
ま
し

た
。
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
に
到
着
し

た
の
は
、
15
日
の
夜
11
時
す
ぎ
。

長
旅
の
疲
れ
を
見
せ
な
が
ら
も
、

イ
ス
ラ
エ
ル
の
参
加
者
と
抱
擁
し

て
出
会
い
を
喜
び
ま
し
た
。

16
日
の
朝
は
、
両
参
加
者
が
初

め
て
そ
ろ
っ
て
食
卓
に
。
は
し
の

使
い
方
を
練
習
し
た
り
、
日
本
食

に
つ
い
て
尋
ね
た
り
し
な
が
ら
、

朝
食
を
楽
し
み
ま
し
た
。

そ
ろ
っ
て
ス
ピ
ー
チ
披
露

16
日
午
後
か
ら
は
、
西
町
一
丁

目
の
Ｉ
・
Ｔ
ビ
ル
で
「
中
東
和
平

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
in
綾
部
・
市
民
大

会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
イ
ス
ラ

エ
ル
引
率
者
の
イ
タ
イ
さ
ん
が

「
多
く
の
困
難
を
乗
り
越
え
、
全

員
が
そ
ろ
っ
て
こ
こ
に
立
て
た
こ

と
は
と
て
も
光
栄
」
と
話
し
、
１

人
ず
つ
自
身
の
体
験
を
発
表
。
約

１
５
０
人
の
来
場
者
を
前
に
、
紛

争
で
親
族
を
失
っ
た
悲
し
み
や
平

和
へ
の
希
望
を
訴
え
ま
し
た
。

続
い
て
、
府
立
綾
部
高
校
の
書

道
部
と
Ｅ
Ｓ
Ｓ
（
英
会
話
）
部
の

生
徒
が
登
壇
。
筆
で
言
葉
を
書
い

た
う
ち
わ
を
、
英
語
で
意
味
を
説

明
し
な
が
ら
手
渡
し
ま
し
た
。
１

年
生
の
中
西
望
さ
ん
は
「
互
い
に

親
交
を
深
め
て
よ
り
良
い
関
係
が

築
け
る
よ
う
に
『
友
』
と
『
結
』

の
字
を
選
ん
だ
」
と
笑
顔
。
最
後

に
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
か
ら
も
プ

レ
ゼ
ン
ト
が
手
渡
さ
れ
、
抱
擁
し

て
別
れ
を
惜
し
み
ま
し
た
。

外
務
省
な
ど
で
平
和
を
訴
え

参
加
者
は
19
日
、
参
議
院
と
外

務
省
を
訪
問
。
駐
日
イ
ス
ラ
エ
ル

大
使
館
・
駐
日
パ
レ
ス
チ
ナ
常
駐

総
代
表
部
ら
の
同
席
の
も
と
、
山

東
昭
子
参
議
院
議
長
や
山
田
賢
司

外
務
大
臣
政
務
官
と
面
会
し
ま
し

た
。
山
崎
善
也
市
長
が
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
概
要
を
説
明
し
た
後
、
参

加
者
代
表
が
ス
ピ
ー
チ
。
山
東
議

長
は
「
こ
の
よ
う
な
草
の
根
の
活

動
が
い
か
に
重
要
か
認
識
し
て
い

る
。
肉
親
を
亡
く
し
な
が
ら
も

色
々
な
思
い
を
乗
り
超
え
、
取
り

組
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
敬
服
す
る
」

と
述
べ
、
山
田
政
務
官
は
「
紛
争

で
親
族
を
亡
く
し
た
者
同
士
の
交

流
は
難
し
く
、
来
日
し
た
メ
ン

バ
ー
、
綾
部
市
に
対
し
敬
意
を
表

す
る
」
と
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
取

り
組
み
を
評
価
し
ま
し
た
。

参
加
者
は
20
日
、
同
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
全
行
程
を
終
了
。
日
本
で

の
た
く
さ
ん
の
思
い
出
を
胸
に
、

帰
国
の
途
に
つ
き
ま
し
た
。

市
民
大
会
で
の
体
験
発
表
は
次

の
と
お
り
で
す
。

父
の
勧
め
で
遺
族
会
に
参
加

曾
祖
父
と
祖
父
、
２
人
の
叔
父

を
イ
ス
ラ
エ
ル
軍
の
占
領
下
で
失

く
し
ま
し
た
。
父
の
勧
め
で
、
９

年
前
に
遺
族
会
の
活
動
に
参
加
。

そ
こ
で
初
め
て
、
兵
士
で
は
な
い

イ
ス
ラ
エ
ル
人
に
出
会
い
ま
し
た
。

今
回
日
本
に
来
る
こ
と
が
で
き
て
、

と
て
も
う
れ
し
い
で
す
。

耳
を
傾
け
共
感
す
る
こ
と
が
大
切

私
の
育
っ
た
テ
ル
ア
ビ
ブ
で
は

２
０
０
０
年
ご
ろ
、
パ
レ
ス
チ
ナ

に
よ
る
テ
ロ
が
頻
発
し
、
恐
怖
に

怯
え
な
が
ら
生
活
し
ま
し
た
。
パ

レ
ス
チ
ナ
人
と
交
流
す
る
中
で
、

私
の
ふ
る
さ
と
は
相
手
の
〝
か
つ

て
の
ふ
る
さ
と
〞
、
私
た
ち
を
守

る
軍
は
、
彼
ら
に
と
っ
て
の
攻
撃

者
だ
と
気
付
き
ま
し
た
。
た
と
え

意
見
が
違
っ
て
も
、
ま
ず
は
話
を

聞
き
共
感
す
る
こ
と
が
大
切
。
い

領
土
が
命
よ
り
大
切
な
の
か

13
年
前
、
イ
ス
ラ
エ
ル
軍
の
パ

イ
ロ
ッ
ト
だ
っ
た
父
を
、
紛
争
で

亡
く
し
ま
し
た
。
耐
え
よ
う
の
な

い
辛
さ
に
、
父
へ
の
思
い
は
募
る

ば
か
り
。
毎
年
夏
に
な
る
と
、
ま

た
紛
争
が
起
き
る
の
で
は
な
い
か

と
恐
怖
に
苛
ま
れ
ま
す
。
な
ぜ
領

土
が
命
よ
り
も
大
切
な
の
で
し
ょ

う
。
互
い
に
耳
を
傾
け
、
対
話
す

る
こ
と
が
平
和
へ
の
唯
一
の
道
。

日
本
で
共
に
多
く
の
経
験
を
し
、

互
い
を
知
る
こ
と
が
、
紛
争
の
解

決
に
つ
な
が
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

紛
争
の
終
わ
り
を
願
っ
て
い
る

１
９
９
９
年
、
叔
父
が
イ
ス
ラ

エ
ル
軍
に
殺
害
さ
れ
ま
し
た
。
遺

族
会
の
活
動
に
参
加
す
る
よ
う
に

な
っ
た
の
は
、
２
０
０
９
年
。
同

年
に
日
本
に
行
っ
た
兄
か
ら
、
日

本
の
人
た
ち
は
と
て
も
温
か
い
と

つ
か
平
和
な
解
決
が
で
き
る
よ
う

働
き
掛
け
た
い
で
す
。

平
和
へ
の
正
し
い
道
に
い
る

い
と
こ
が
イ
ス
ラ
エ
ル
軍
に
殺

害
さ
れ
、
14
歳
の
時
に
遺
族
会
の

活
動
に
参
加
し
ま
し
た
。
日
本
は

自
然
が
美
し
く
、
相
手
を
思
い
や

る
文
化
が
あ
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。

イ
ス
ラ
エ
ル
の
友
人
と
一
緒
に
日

本
の
文
化
を
吸
収
し
た
い
で
す
。

私
た
ち
は
、
平
和
へ
続
く
正
し
い

道
に
い
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

聞
き
ま
し
た
。
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ

リ
ー
の
皆
さ
ん
に
感
謝
し
ま
す
。

紛
争
が
終
わ
る
こ
と
を
強
く
願
っ

て
い
ま
す
。

相
手
国
の
友
人
が
大
切
な
存
在
に

私
の
ボ
ー
イ
フ
レ
ン
ド
は
２
０

０
９
年
の
ガ
ザ
で
の
戦
争
で
国
境

を
守
る
任
務
に
就
い
た
後
、
ト
ラ

ウ
マ
か
ら
悪
夢
で
う
な
さ
れ
る
よ

う
に
。
紛
争
は
、
想
像
以
上
に
私

の
生
活
を
変
え
て
し
ま
い
ま
し
た
。

友
達
と
旅
行
す
る
当
た
り
前
の
よ

う
な
こ
と
も
、
私
た
ち
イ
ス
ラ
エ

ル
人
と
パ
レ
ス
チ
ナ
人
の
間
柄
で

は
難
し
い
で
す
。
パ
レ
ス
チ
ナ
の

参
加
者
の
到
着
を
心
配
し
な
が
ら

待
つ
間
、
私
に
と
っ
て
彼
ら
が
大

切
な
存
在
だ
と
実
感
し
ま
し
た
。

戦
後
復
興
し
た
日
本
を
手
本
に

２
０
０
２
年
、
14
歳
の
時
に
２

つ
歳
上
の
兄
が
、
イ
ス
ラ
エ
ル
軍

に
撃
た
れ
て
亡
く
な
り
ま
し
た
。

こ
の
出
来
事
は
私
た
ち
の
生
活
を

変
え
、
希
望
が
持
て
な
く
な
り
ま

し
た
。
２
０
１
７
年
に
遺
族
会
の

フ
ォ
ー
ラ
ム
に
参
加
。
イ
ス
ラ
エ

ル
人
と
の
交
流
を
通
じ
て
、
彼
ら

も
同
じ
人
間
だ
と
気
付
き
、
少
し

の
希
望
が
見
え
ま
し
た
。
日
本
は

戦
争
か
ら
復
興
を
遂
げ
た
、
私
た

ち
に
と
っ
て
の
手
本
。
東
洋
の
精

神
的
な
伝
統
を
学
び
た
い
で
す
。

紛
争
が
過
去
に
な
る
よ
う
に

イ
ス
ラ
エ
ル
軍
に
い
た
祖
父
は
、

父
が
10
歳
の
と
き
に
亡
く
な
り
ま

し
た
。
父
か
ら
初
め
て
祖
父
の
死

に
つ
い
て
聞
い
た
の
は
５
年
前
。

遺
族
会
が
開
い
た
平
和
集
会
で
、

父
が
家
族
を
亡
く
し
た
悲
し
み
を

語
る
姿
を
見
ま
し
た
。
そ
れ
を
機

に
、
遺
族
会
の
活
動
に
関
わ
り
、

２
０
１
６
年
の
和
歌
山
県
高
野
町

で
の
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
も
参
加

し
ま
し
た
。
い
つ
か
イ
ス
ラ
エ
ル

と
パ
レ
ス
チ
ナ
の
紛
争
が
「
過
去

の
も
の
」
と
言
え
る
日
が
来
る
こ

と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

パレスチナ
ヤナ・
アブアヤッシュさん

イスラエル
エバ・
テンドレットさん

パレスチナ
ラマ・
アブサラさん

イスラエル
アヤ・
ラフトさん

イスラエル
ミハル・
エリーザーさん

イスラエル引率者
イタイ・
レシェムさん

パレスチナ引率者
ムハンマド・
アブジャファルさん

パレスチナ
ルアンダ・
アクタムさん

1市民大会でホストファミリーと
記念撮影　2うちわを手に喜ぶ参
加者と綾部高校の生徒　3初体験
した茶道の作法に驚き　4自分で
選んだ浴衣を着付け　5使い慣れ
ないはしにチャレンジ　6全員で
京都市内を散策　7山東議長に遺
族会の活動などを紹介

67

4 3 2

5 1アヤさん（イスラエル・写真中央）とラマさん（パレスチナ・写真左）を受け入れ

イスラエル・パレスチナ問題
　双方の歴史的認識が大きく違い、簡単に説明することは
困難ですが、基本的にはユダヤ人（イスラエル）とアラブ人
（パレスチナ）の土地を巡る争いです。第一次世界大戦時、
同じ土地に対する権利を双方に約束するイギリスの２枚舌
外交が、その原因を作ったと言われています。　
　1948年のイスラエル建国以降、４度にわたる中東戦争が
勃発。現在、イスラエルが軍事的・経済的にも圧倒的に優位
で、パレスチナの力は小さくなっています。また、アラブ諸
国も、一致してアラブの同胞（パレスチナ）を支援する気運
が低下。パレスチナ内部も２つの勢力に分かれており、対イ
スラエル政策に取り組むことが困難な状況です。
　解説：矢野裕巳氏

（大本イスラエル・パレスチナ平和研究所　常務理事・主任研究員）

相手と向き合う姿に感銘
　　  ホストファミリー　波多野　桜さん（味方町）

ことばことば

同プロジェクト初開催時には、首相官邸を訪問し
当時の小泉純一郎首相（写真中央）と面会。「絶
望は愚か者の結論。あきらめることなく和解への
希望を持ち続けてほしい」と激励を受けた

中東和平プロジェクト
　長く続くイスラエルとパレスチナの紛
争で親族などを亡くした若者たちを日本
に招へい。交流を通じてお互いを理解
し、平和の大切さへの認識を深めてもら
う取り組み。世界の混乱・紛争の起源の
多くが中東にあり「中東の和平は世界の
平和に通じる」という理念のもと、平成

15年に本市で初めて開催。以降、日本各
地で開催し、今回で９市町12回目。本市
では、平成22年に続き３回目となった。
平和な解決を目指して活動する、現地の
「遺族会」が、青年の派遣を担っている。

現在のパレスチナは、ヨルダン
川西岸地区とガザ地区のみ。現
在も領土争いが続いています

解 説解 説

サウジアラビア

イラク
シリア

地中海

レバノン

ガザ地区
ヨルダン川
西岸地区

ヨルダンイ
ス
ラ
エ
ルエジプト



火
中
の
栗

　

「
火
中
の
栗
を
拾
う
」
と
は
、

イ
ソ
ッ
プ
寓
話
に
基
づ
く
フ
ラ

ン
ス
の
諺
で
、
猿
に
そ
そ
の
か

さ
れ
た
猫
が
囲
炉
裏
の
中
の
栗

を
拾
っ
て
大
火
傷
を
す
る
物
語

か
ら
、
自
分
の
利
益
に
な
ら
な

い
の
に
他
人
の
た
め
に
危
険
を

冒
す
喩
え
と
さ
れ
る
。
転
じ
て
、

自
ら
進
ん
で
困
難
に
身
を
乗
り

出
す
意
味
で
も
使
わ
れ
、
戦
国

の
武
将
山
中
鹿
介
が
三
日
月
に

向
か
っ
て
「
我
に
七
難
八
苦
を

与
え
給
え
」
と
念
じ
た
話
に
通

じ
る
。
勇
将
曰
く
「
難
事
で
あ

れ
ば
あ
る
ほ
ど
自
ら
の
器
量
が

知
れ
、後
の
成
長
に
繋
が
る
」と
。

「
迷
っ
た
時
は
難
し
い
方
を
選

べ
！
」
と
成
功
者
の
多
く
は
語

る
。
そ
れ
が
自
身
成
功
の
バ
ネ

に
な
っ
た
と
。
し
か
し
逆
説
的

に
は
、
成
功
譚
に
敗
者
の
弁
は

な
い
。
確
か
に
成
功
者
に
は
苦

難
を
乗
り
越
え
た
人
が
多
い
が
、

逆
は
必
ず
し
も
真
な
ら
ず
、
苦

労
が
す
べ
て
報
わ
れ
る
と
は
限

ら
ず
、
ま
た
成
功
の
陰
に
は
敗

者
が
あ
る
も
の
だ
。
強
大
な
る

仇
敵
を
相
手
に
主
家
再
興
を
挑

み
続
け
た
忠
臣
鹿
介
は
、
つ
い

ぞ
む
な
し
く
敗
れ
去
っ
た
。

強
い
心
と
運
の
持
ち
主
な
ら

ば
敢
え
て
挑
戦
す
る
も
良
し
と

し
よ
う
が
、
一
方
で
真
の
戦
上

手
と
は
負
け
る
戦
は
し
な
い
も

の
、と
の
諭
し
も
あ
る
。さ
て〝
凡

人
〞
な
ら
ど
う
す
る
？

　詰
ま

る
と
こ
ろ
は
、〝
時
の
流
れ
〞
を

読
み
な
が
ら
己
の〝
心
の
声
〞に

沿
う
し
か
な
い
の
か
。
焼
け
た

栗
は
生
グ
リ
よ
り
も
美
味
か
ろ

う
が
、
そ
の
誘
惑
を
前
に
冷
静

に
己
と
場
を
顧
み
る
姿
勢
が
、

一
度
き
り
の
大
切
な
人
生
を
悔

い
な
き
も
の
に
導
い
て
く
れ
よ

う
。
そ
れ
を
慎
重
と
見
る
か
臆

病
と
呼
ぶ
か―

。
た
だ
そ
の
人

生
は
決
し
て
〝
凡
庸
〞
な
ど
と

捨
て
置
け
な
い
は
ず
だ
。

山
崎
善
也
（
綾
部
市
長
）

5
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き
ゅ
う
て
き

ば
な
し

さ
と

あ

お
の
れ

う

　

 

ま

ぼ
ん
よ
う

こ
と
わ
ざ

い

　ろ

　り

や
け
ど

た
と

し
か
の
す
け

い
わ

　市
は
、
年
度
内
に
白
寿
を
迎
え

る
人
に
記
念
品
な
ど
を
贈
呈
し
、

長
寿
を
お
祝
い
し
て
い
ま
す
。
本

年
の
対
象
は
33
人
で
、
次
の
皆
さ

ん
で
す
（
敬
称
略
・
誕
生
日
順
・

掲
載
了
解
者
の
み
掲
載
）。

　
野
い
さ
を
（
位
田
町
）▽
四

方
憲
治
（
寺
町
）▽

岡
壽
々
（
栗

町
）▽
渡
邊
惠
美
子
（
上
八
田
町
）

▽
加
藤
フ
ジ
エ
（
安
場
町
）▽
河

北

げ
の
（
別
所
町
）▽
四
方
要

子（
岡
町
）▽
村
上
榮
治（
西
方
町
）

▽
槻
瀨
石
子
（
駅
前
通
り
）▽
上

原
夛
美
子
（
物
部
町
）▽
福
山
忠

（
上
野
町
）▽
阿
部
千
鶴
子
（
同
）

▽
村
上
綾
子
（
神
宮
寺
町
）▽
久

木
ヒ
サ
ノ
（
物
部
町
）▽
田
中
寛

女
（
本
町
四
丁
目
）▽
廣
谷
江
美

子
（
宮
代
町
）▽
齋
藤
ス
マ
コ
（
上

野
町
）▽
池
田
さ
わ
（
高
津
町
）▽

酒
井
幸
枝
（
小
貝
町
）▽
大
槻
み

さ
江
（
西
坂
町
）▽
四
方
福
治
（
中

山
町
）▽
四
方
ヨ
シ
（
七
百
石
町
）

▽
荻
野
惠
子
（
位
田
町
）▽
倉
橋

均
（
内
久
井
町
）▽
朝
子
孝
一
（
野

田
町
）▽
西
川
節
子
（
八
津
合
町
）

▽
四
方
は
な
（
星
原
町
）▽
永
井

よ
り
（
栗
町
）▽
林
孝
三
郎
（
東

山
町
）

白
寿
の
祝
い

99
歳
お
め
で
と
う

　
　
　
　ご
ざ
い
ま
す

　野いさをさん（位田町）

　
敬
老
の
日
を
前
に
、
山
崎
善
也
市
長
は
９
月
３

日
、
年
度
内
に
白
寿
を
迎
え
る
３
人
の
お
宅
を
訪

問
。
記
念
品
を
手
渡
し
、
長
寿
を
祝
い
ま
し
た
。

今
年
は
女
性
26
人
、男
性
７
人

ご健勝を
お祈りします

永井よりさん（栗町）

田中寛女さん（本町四丁目）

成
年
後
見
セ
ミ
ナ
ー

市
社
会
福
祉
協
議
会
は
、
民
法

改
正
に
触
れ
な
が
ら
成
年
後
見
制

度
の
理
解
を
深
め
る
セ
ミ
ナ
ー
を

開
催
し
ま
す
。費
用
は
無
料
で
す
。

日
時
／
10
月
24
日（
木
）午
後
１
時

30
分
〜
３
時
30
分
。
場
所
／
あ
や

べ
・
日
東
精
工
ア
リ
ー
ナ
（
西
町

三
丁
目
）。
対
象
／
市
内
の
各
種

福
祉
関
係
者
や
当
事
者
、
家
族
、

そ
の
他
関
心
の
あ
る
人
。
申
込
み

／
事
前
に
社
会
福
祉
協
議
会
へ
。

問
同
協
議
会
☎（
43
）２
８
８
１

F（
43
）２
８
８
２

綾
部
市
民
駅
伝
競
走
大
会

市
な
ど
は
「
第
35
回
綾
部
市
民

駅
伝
競
走
大
会
」
の
出
場
者
を
募

集
し
ま
す
。

日
時
／
11
月
24
日（
日
）午
前
９
時

〜
。
会
場
／
総
合
運
動
公
園
（
上

杉
町
）。
部
門
／
中
学
生
、
高
校

生
、
一
般
の
部
（
い
ず
れ
も
男
子
、

女
子
）、
シ
ニ
ア
の
部
（
50
歳
以

上
、
男
女
混
合
可
）、
オ
ー
プ
ン

の
部
（
男
女
混
合
可
）。
距
離
／

５
区
間
13
㌔
㍍
。
参
加
資
格
／
市

内
在
住
、
在
勤
、
在
学
の
人
と
市

せ
ず
早
め
に
収
穫
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
不
要
な
カ
キ
や
ク
リ
の
木

な
ど
は
伐
採
し
て
く
だ
さ
い
。

遭
遇
に
よ
る
事
故
を
防
ぐ
た
め
、

鈴
や
ラ
ジ
オ
を
携
帯
し
、
音
で
人

の
存
在
を
示
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

万
一
の
た
め
、
ク
マ
撃
退
ス
プ
レ

ー
や
爆
竹
を
携
帯
し
ま
し
ょ
う
。

特
に
夕
方
か
ら
早
朝
に
か
け
て
は

注
意
が
必
要
で
す
。
多
く
の
人
に

注
意
喚
起
す
る
た
め
、
ク
マ
を
目

撃
し
た
と
き
や
ク
マ
の
痕
跡
と
思

わ
れ
る
も
の
を
発
見
し
た
と
き
は
、

農
林
課
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

問
同
課
☎（
42
）４
３
６
２

白
杖
安
全
デ
ー
府
内
北
部
集
会

府
視
覚
障
害
者
協
会
は
「
第
53

回
白
杖
安
全
デ
ー
府
内
北
部
集
会
」

を
開
催
。
視
覚
障
害
者
な
ど
が
歩

行
環
境
改
善
や
移
動
時
の
安
全
・

安
心
な
ど
を
啓
発
し
ま
す
。

内
容
／
視
覚
障
害
者
団
体
関
係
者

の
意
見
発
表
や
パ
レ
ー
ド
な
ど
。

日
時
／
10
月
19
日（
土
）午
後
０
時

30
分
〜
３
時
。
場
所
／
も
の
づ
く

り
交
流
館
（
青
野
町
）。
そ
の
他

／
申
し
込
み
は
不
要
、
誰
で
も
参

加
で
き
ま
す
。

問
同
協
会
斎
藤
綾
部
支
部
長

☎
０
９
０（
６
７
５
０
）２
９
２
１

済
み
定
期
券
（
写
し
可
）、
在
学

証
明
書
（
学
生
証
の
写
し
可
）、

住
民
票
、
印
鑑
を
お
持
ち
の
上
、

市
民
協
働
課
へ
。

問
同
課
☎（
42
）４
２
４
８

応
急
手
当
普
及
員
・
指
導
員
再
講
習

消
防
本
部
は
、
心
肺
蘇
生
法
や

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
取
り
扱
い
方
法
な
ど
の

知
識
・
技
術
の
普
及
を
行
う
、
普

及
員
・
指
導
員
の
再
講
習
会
を
実

施
し
ま
す
。

日
時
／
10
月
26
日（
土
）午
後
１
時

〜
４
時
。
場
所
／
消
防
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
（
味
方
町
）。
対

象
／
応
急
手
当
普
及
員
・
指
導
員

有
資
格
者
。
申
込
み
／
10
月
21
日

（
月
）ま
で
に
申
込
用
紙
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
消
防
本
部
へ
。

問
消
防
本
部
☎（
42
）０
１
１
９

F（
43
）１
４
８
３

ク
マ
の
出
没
に
注
意
！

今
年
も
す
で
に
、
熟
し
て
い
な

い
青
い
カ
キ
の
実
を
求
め
て
ク
マ

が
出
没
し
て
い
ま
す
。
カ
キ
が
青

い
か
ら
と
い
っ
て
安
心
せ
ず
①
幹

に
ト
タ
ン
を
巻
く
②
木
の
周
辺
を

電
気
柵
で
囲
む―

な
ど
の
対
策
を

お
願
い
し
ま
す
。
果
実
等
は
放
置

内
の
学
校
卒
業
生
。
申
込
み
／
10

月
11
日（
金
）ま
で
に
参
加
申
込
書

を
郵
送
か
持
参
、
フ
ァ
ク
ス
で
文

化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
へ
。
そ
の

他
／
小
学
生
駅
伝
も
同
日
開
催
。

詳
し
く
は
各
小
学
校
へ
。

問
同
課
☎（
42
）４
３
５
６

農
業
大
学
校
入
学
生

府
立
農
業
大
学
校
は
、
令
和
２

年
度
入
学
の
学
生
を
募
集
し
ま
す
。

試
験
日
／
推
薦
＝
10
月
25
日

（
金
）。
１
期
＝
12
月
17
日（
火
）。

２
期
＝
２
月
14
日（
金
）。
３
期
＝

３
月
13
日（
金
）。
時
間
／
推
薦
＝

午
前
10
時
〜
。
１
、
２
、
３
期
＝

午
前
９
時
20
分
〜
。
試
験
場
所
／

府
立
農
業
大
学
校
（
位
田
町
）。

出
願
資
格
／
高
校
か
中
等
教
育
学

校
の
卒
業
者
（
令
和
２
年
３
月
卒

業
見
込
み
）。
令
和
２
年
４
月
１

日
時
点
で
40
歳
未
満
の
人
。
募
集

人
数
／
20
人
程
度
（
推
薦
入
学
含

む
）。
学
業
期
間
／
２
年
間
（
全

寮
制
）。
受
付
期
間
／
推
薦
＝
９

月
24
日（
火
）〜
10
月
７
日（
月
）。

１
期
＝
11
月
18
日（
月
）〜
29
日

（
金
）。
２
期
＝
１
月
15
日（
水
）〜

28
日（
火
）。
３
期
＝
２
月
17
日

（
月
）〜
３
月
２
日（
月
）。

問
同
大
学
校

の
出
展
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

テ
ー
マ
／
「
輝
く
あ
や
べ
・
再
発

見
」。
綾
部
の
四
季
の
行
催
事
や

伝
統
祭
事
、
名
所
旧
跡
な
ど
観
光

の
魅
力
を
表
現
し
た
作
品
。
資
格

／
制
限
な
し
。
応
募
数
／
１
人
５

点
以
内
。
応
募
デ
ー
タ
／
デ
ジ
タ

ル
・
フ
ィ
ル
ム
カ
メ
ラ
、
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
な
ど
で
撮
影
し
た
Ｊ
Ｐ

Ｅ
Ｇ
形
式
。
単
写
真
で
未
発
表
の

も
の
。
提
出
物
／
氏
名
、
年
齢
、

性
別
、
住
所
、
作
品
タ
イ
ト
ル
、

撮
影
年
月
日
、
撮
影
場
所
、
デ
ジ

タ
ル
加
工
の
有
無
を
記
入
し
た
応

募
票
と
画
像
デ
ー
タ
。
応
募
方
法

／
記
録
物
（
Ｃ
Ｄ
）
の
郵
送
か
持

参
、
メ
ー
ル
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

応
募
フ
ォ
ー
ム
で
10
月
１
日（
火
）

〜
令
和
２
年
１
月
31
日（
金
）に
観

光
協
会
へ
。

問
同
協
会
☎（
42
）９
５
５
０

F（
42
）８
５
１
４

　
９
月
１
日
現
在
の
綾
部
市
の
推

計
人
口
は
３
２
１
７
７
人
（
男
１

５
４
７
４
、
女
１
６
７
０
３
）。

世
帯
数
は
１
３
７
５
８
世
帯
で
す
。

同
日
現
在
の
火
災
発
生
件
数
は

８
件
（
建
物
４
件
）
で
す
。

歩
く
約
10
㌔
㍍
。
健
脚
向
け
。
日

時
／
10
月
19
日（
土
）午
前
９
時
15

分
集
合
。
集
合
場
所
／
観
光
セ
ン

タ
ー
（
八
津
合
町
）。
参
加
費
／

２
０
０
０
円
。
最
少
催
行
人
数
／

５
人
。
定
員
／
先
着
10
人
。
申
込

み
／
10
月
16
日（
水
）午
後
５
時
。

そ
の
他
／
昼
食
持
参
。
ト
レ
ッ
キ

ン
グ
に
ふ
さ
わ
し
い
服
装
で
ご
参

加
く
だ
さ
い
。
紅
葉
の
君
尾
山
ト

レ
ッ
キ
ン
グ
＝
コ
ー
ス
／
国
宝
光

明
寺
二
王
門
や
大
ト
チ
な
ど
を
巡

る
約
８
㌔
㍍
。
日
時
／
11
月
16
日

（
土
）午
前
10
時
集
合
。
集
合
場
所

／
あ
や
べ
温
泉
（
睦
寄
町
）。
参

加
費
／
２
８
０
０
円
（
昼
食
代
込

み
）。
最
少
催
行
人
数
／
５
人
。

定
員
／
先
着
15
人
。
申
込
み
／
11

月
11
日（
月
）午
後
５
時
。
そ
の
他

／
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
に
ふ
さ
わ
し
い

服
装
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
共
通

＝
申
込
方
法
／
コ
ー
ス
名
、住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
観
光

協
会
へ
。
そ
の
他
／
雨
天
中
止
。

飲
み
物
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

問
同
協
会
☎（
42
）９
５
５
０

F（
42
）８
５
１
４

あ
や
べ
観
光
フ
ォ
ト
コ
ン
ク
ー
ル

市
観
光
協
会
は
「
あ
や
べ
観
光

デ
ジ
タ
ル
フ
ォ
ト
コ
ン
ク
ー
ル
」

　☎（
48
）０
３
２
１

F（
48
）０
３
２
２

秋
の
綾
部
を
歩
こ
う
！

秋
の
行
楽
シ
ー
ズ
ン
は
、
日
帰

り
で
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
が
多
数

開
催
さ
れ
ま
す
。
自
然
や
歴
史
を

感
じ
な
が
ら
歩
き
ま
せ
ん
か
。

寺
山
と
四
尾
山
ゆ
っ
く
り
登
山
＝

コ
ー
ス
／
ネ
イ
チ
ャ
ー
ガ
イ
ド
と

自
然
観
察
し
な
が
ら
若
宮
神
社
・

寺
山
・
四
尾
山
・
南
ヶ
丘
公
園
を

巡
る
約
６
・
２
㌔
㍍
。
日
時
／
10

月
12
日（
土
）午
前
10
時
集
合
。
集

合
場
所
／
あ
や
べ
観
光
案
内
所

（
駅
前
通
り
）。
参
加
費
／
１
０
０

０
円
。
最
少
催
行
人
数
／
６
人
。

定
員
／
先
着
15
人
。
申
込
み
／
10

月
９
日（
水
）午
後
５
時
。
そ
の
他

／
昼
食
持
参
。
明
智
光
秀
の
人
間

関
係
お
さ
ら
い
ツ
ア
ー
＝
コ
ー
ス

／
明
智
平
や
綾
部
井
堰
な
ど
光
秀

ゆ
か
り
の
地
を
巡
る
約
７
㌔
㍍
。

日
時
／
10
月
13
日（
日
）午
前
10
時

20
分
集
合
。
集
合
場
所
／
あ
や
べ

観
光
案
内
所
（
駅
前
通
り
）。
参

加
費
／
５
０
０
円
。
最
少
催
行
人

数
／
６
人
。
申
込
み
／
10
月
10
日

（
木
） 

午
後
５
時
。
そ
の
他
／
昼

食
持
参
。
大
栗
峠
＝
コ
ー
ス
／
上

林
と
和
知
を
結
ぶ
里
山
の
古
道
を

市役所☎（42）3280 F（42）4406  保健推進課F（42）5488

綾
部
市
戦
没
者
追
悼
式

市
内
２
４
０
０
有
余
人
の
戦
没

者
の
尊
い
犠
牲
に
対
し
、
追
悼
の

誠
を
さ
さ
げ
ま
す
。
ま
た
、
遺
族

の
ご
労
苦
に
敬
意
を
表
し
、
平
和

へ
の
誓
い
を
新
た
に
し
ま
す
。

日
時
／
10
月
17
日（
木
）午
前
10
時

〜
。
場
所
／
中
丹
文
化
会
館
（
里

町
）。
参
列
者
／
遺
族
（
戦
没
者

の
配
偶
者
・
３
親
等
内
の
親
族
な

ど
）。
参
列
を
希
望
す
る
一
般
の

方
は
９
月
30
日（
月
）ま
で
に
社
会

福
祉
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
同
課
☎（
42
）４
２
５
０

通
学
定
期
券
購
入
費
補
助

市
鉄
道
利
用
促
進
事
業
実
行
委

員
会
は
、
Ｊ
Ｒ
や
京
都
丹
後
鉄
道

で
市
外
へ
通
学
し
て
い
る
市
内
在

住
の
大
学
生
と
専
門
学
校
生
、
予

備
校
生
に
通
学
定
期
券
購
入
費
の

５
分
の
１
（
年
間
の
上
限
は
５
万

円
）
を
補
助
し
ま
す
。

対
象
／
今
年
４
月
１
日
〜
９
月
30

日
に
期
限
切
れ
と
な
る
定
期
券
。

申
請
期
間
／
10
月
１
日（
火
）〜
31

日（
木
）。
申
請
／
申
請
書
と
使
用

【記事の見方】　☎＝電話　F＝ファクス　　  
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お間違えなく  市立病院☎（43）0123

祝令和！いこいの村まつり2019

日時：2019年10月20日㈰

【お問い合わせ】
綾部市十倉名畑町久瀬谷2番地

いこいの村まつり担当：中川・渡辺・坂田
TEL：0773－46－0101　FAX：0773－46－0610

いこいの村聴覚言語障害センター

ボランティア・模擬店出店者募集中！

～未来に向けて
　コミュニケーションの花を咲かそう～

京都府中丹文化会館 ☎0773-42-7705

前 売 り
14：00開演

2,500円《全席指定》

フォレスタ
コンサート
　　　 in 中丹

フォレスタ
コンサート
　　　 in 中丹
10月19日土

Inform
ation

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

ホームヘルパー
大募集！
訪問介護のパイオニア

応募・お問い合わせは、
ミストラル介護センター綾部

47ー5333

募

　
　集

人
口
・
火
災

“自律神経失調症”って何??“自律神経失調症”って何??“自律神経失調症”って何??
やる気がしない、不安感、不眠、イライラ、めまい、頭痛、
耳鳴り、動悸、息苦しい、急に熱くなったり汗が出るなど、

体調や気分がスッキリしない！

こんな時は、漢方が効く！

※残り僅かです。売り切れの場合ご容赦ください。※残り僅かです。売り切れの場合ご容赦ください。

　ホームステイ中は、普段の生活やお祈りの
こと、パレスチナ人がイスラエル側に行くのに
許可が必要なことなどについて話しました。
よく喋ってよく笑う、私たちと何も違わない彼
女たち。市民大会での発表を聞き、辛い過去
があることに驚きました。個人と国は別物であ
り、平和のために一個人として相手と向き合
う彼らの姿を、見習わなければいけないと考
えさせられました。
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市
や
関
係
団
体
で
つ
く
る
実
行
委
員
会
（
委
員
長
、
山
崎
善
也
・
綾
部

市
長
）
は
８
月
14
〜
20
日
、
中
東
和
平
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
in
綾
部
を
開
催
し

ま
し
た
。
今
回
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
は
、
対
立
す
る
イ
ス
ラ
エ
ル
と
パ
レ

ス
チ
ナ
の
紛
争
で
、
親
族
な
ど
を
亡
く
し
た
若
者
６
人
と
そ
れ
ぞ
れ
の
引

率
者
２
人
が
来
日
。
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
な
ど
で
互
い
に
交
流
し
、
平
和
へ
の

思
い
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

中
東
和
平
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
in
綾
部

交
流
で
平
和
な
未
来
を
紡
ぐ

4

ホ
ー
ム
ス
テイ
で
日
本
文
化
体
験

８
月
14
日
午
後
７
時
、
イ
ス
ラ

エ
ル
の
４
人
が
無
事
、
市
役
所
に

到
着
。
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
の
対
面
式

で
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
（
滞
在

を
受
け
入
れ
る
家
族
）
ら
に
温
か

く
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。
翌
15
日
は

台
風
10
号
の
影
響
で
、
参
加
予
定

だ
っ
た
市
民
平
和
祈
願
の
集
い
と

あ
や
べ
盆
お
ど
り
大
会
が
中
止

に
。
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
家
で

浴
衣
を
着
付
け
て
も
ら
っ
た
り
、

茶
道
を
体
験
し
た
り
し
て
、
日
本

の
文
化
に
触
れ
ま
し
た
。

一
方
、
パ
レ
ス
チ
ナ
の
４
人
は

予
定
よ
り
も
１
日
遅
れ
で
出
国
。

台
風
に
よ
り
到
着
す
る
空
港
が
急

き
ょ
、
関
西
国
際
空
港
か
ら
成
田

国
際
空
港
（
千
葉
県
）
に
変
更
さ

れ
、
新
幹
線
で
京
都
に
、
そ
し
て

迎
え
の
車
で
綾
部
に
移
動
し
ま
し

た
。
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
に
到
着
し

た
の
は
、
15
日
の
夜
11
時
す
ぎ
。

長
旅
の
疲
れ
を
見
せ
な
が
ら
も
、

イ
ス
ラ
エ
ル
の
参
加
者
と
抱
擁
し

て
出
会
い
を
喜
び
ま
し
た
。

16
日
の
朝
は
、
両
参
加
者
が
初

め
て
そ
ろ
っ
て
食
卓
に
。
は
し
の

使
い
方
を
練
習
し
た
り
、
日
本
食

に
つ
い
て
尋
ね
た
り
し
な
が
ら
、

朝
食
を
楽
し
み
ま
し
た
。

そ
ろ
っ
て
ス
ピ
ー
チ
披
露

16
日
午
後
か
ら
は
、
西
町
一
丁

目
の
Ｉ
・
Ｔ
ビ
ル
で
「
中
東
和
平

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
in
綾
部
・
市
民
大

会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
イ
ス
ラ

エ
ル
引
率
者
の
イ
タ
イ
さ
ん
が

「
多
く
の
困
難
を
乗
り
越
え
、
全

員
が
そ
ろ
っ
て
こ
こ
に
立
て
た
こ

と
は
と
て
も
光
栄
」
と
話
し
、
１

人
ず
つ
自
身
の
体
験
を
発
表
。
約

１
５
０
人
の
来
場
者
を
前
に
、
紛

争
で
親
族
を
失
っ
た
悲
し
み
や
平

和
へ
の
希
望
を
訴
え
ま
し
た
。

続
い
て
、
府
立
綾
部
高
校
の
書

道
部
と
Ｅ
Ｓ
Ｓ
（
英
会
話
）
部
の

生
徒
が
登
壇
。
筆
で
言
葉
を
書
い

た
う
ち
わ
を
、
英
語
で
意
味
を
説

明
し
な
が
ら
手
渡
し
ま
し
た
。
１

年
生
の
中
西
望
さ
ん
は
「
互
い
に

親
交
を
深
め
て
よ
り
良
い
関
係
が

築
け
る
よ
う
に
『
友
』
と
『
結
』

の
字
を
選
ん
だ
」
と
笑
顔
。
最
後

に
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
か
ら
も
プ

レ
ゼ
ン
ト
が
手
渡
さ
れ
、
抱
擁
し

て
別
れ
を
惜
し
み
ま
し
た
。

外
務
省
な
ど
で
平
和
を
訴
え

参
加
者
は
19
日
、
参
議
院
と
外

務
省
を
訪
問
。
駐
日
イ
ス
ラ
エ
ル

大
使
館
・
駐
日
パ
レ
ス
チ
ナ
常
駐

総
代
表
部
ら
の
同
席
の
も
と
、
山

東
昭
子
参
議
院
議
長
や
山
田
賢
司

外
務
大
臣
政
務
官
と
面
会
し
ま
し

た
。
山
崎
善
也
市
長
が
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
概
要
を
説
明
し
た
後
、
参

加
者
代
表
が
ス
ピ
ー
チ
。
山
東
議

長
は
「
こ
の
よ
う
な
草
の
根
の
活

動
が
い
か
に
重
要
か
認
識
し
て
い

る
。
肉
親
を
亡
く
し
な
が
ら
も

色
々
な
思
い
を
乗
り
超
え
、
取
り

組
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
敬
服
す
る
」

と
述
べ
、
山
田
政
務
官
は
「
紛
争

で
親
族
を
亡
く
し
た
者
同
士
の
交

流
は
難
し
く
、
来
日
し
た
メ
ン

バ
ー
、
綾
部
市
に
対
し
敬
意
を
表

す
る
」
と
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
取

り
組
み
を
評
価
し
ま
し
た
。

参
加
者
は
20
日
、
同
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
全
行
程
を
終
了
。
日
本
で

の
た
く
さ
ん
の
思
い
出
を
胸
に
、

帰
国
の
途
に
つ
き
ま
し
た
。

市
民
大
会
で
の
体
験
発
表
は
次

の
と
お
り
で
す
。

父
の
勧
め
で
遺
族
会
に
参
加

曾
祖
父
と
祖
父
、
２
人
の
叔
父

を
イ
ス
ラ
エ
ル
軍
の
占
領
下
で
失

く
し
ま
し
た
。
父
の
勧
め
で
、
９

年
前
に
遺
族
会
の
活
動
に
参
加
。

そ
こ
で
初
め
て
、
兵
士
で
は
な
い

イ
ス
ラ
エ
ル
人
に
出
会
い
ま
し
た
。

今
回
日
本
に
来
る
こ
と
が
で
き
て
、

と
て
も
う
れ
し
い
で
す
。

耳
を
傾
け
共
感
す
る
こ
と
が
大
切

私
の
育
っ
た
テ
ル
ア
ビ
ブ
で
は

２
０
０
０
年
ご
ろ
、
パ
レ
ス
チ
ナ

に
よ
る
テ
ロ
が
頻
発
し
、
恐
怖
に

怯
え
な
が
ら
生
活
し
ま
し
た
。
パ

レ
ス
チ
ナ
人
と
交
流
す
る
中
で
、

私
の
ふ
る
さ
と
は
相
手
の
〝
か
つ

て
の
ふ
る
さ
と
〞
、
私
た
ち
を
守

る
軍
は
、
彼
ら
に
と
っ
て
の
攻
撃

者
だ
と
気
付
き
ま
し
た
。
た
と
え

意
見
が
違
っ
て
も
、
ま
ず
は
話
を

聞
き
共
感
す
る
こ
と
が
大
切
。
い

領
土
が
命
よ
り
大
切
な
の
か

13
年
前
、
イ
ス
ラ
エ
ル
軍
の
パ

イ
ロ
ッ
ト
だ
っ
た
父
を
、
紛
争
で

亡
く
し
ま
し
た
。
耐
え
よ
う
の
な

い
辛
さ
に
、
父
へ
の
思
い
は
募
る

ば
か
り
。
毎
年
夏
に
な
る
と
、
ま

た
紛
争
が
起
き
る
の
で
は
な
い
か

と
恐
怖
に
苛
ま
れ
ま
す
。
な
ぜ
領

土
が
命
よ
り
も
大
切
な
の
で
し
ょ

う
。
互
い
に
耳
を
傾
け
、
対
話
す

る
こ
と
が
平
和
へ
の
唯
一
の
道
。

日
本
で
共
に
多
く
の
経
験
を
し
、

互
い
を
知
る
こ
と
が
、
紛
争
の
解

決
に
つ
な
が
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

紛
争
の
終
わ
り
を
願
っ
て
い
る

１
９
９
９
年
、
叔
父
が
イ
ス
ラ

エ
ル
軍
に
殺
害
さ
れ
ま
し
た
。
遺

族
会
の
活
動
に
参
加
す
る
よ
う
に

な
っ
た
の
は
、
２
０
０
９
年
。
同

年
に
日
本
に
行
っ
た
兄
か
ら
、
日

本
の
人
た
ち
は
と
て
も
温
か
い
と

つ
か
平
和
な
解
決
が
で
き
る
よ
う

働
き
掛
け
た
い
で
す
。

平
和
へ
の
正
し
い
道
に
い
る

い
と
こ
が
イ
ス
ラ
エ
ル
軍
に
殺

害
さ
れ
、
14
歳
の
時
に
遺
族
会
の

活
動
に
参
加
し
ま
し
た
。
日
本
は

自
然
が
美
し
く
、
相
手
を
思
い
や

る
文
化
が
あ
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。

イ
ス
ラ
エ
ル
の
友
人
と
一
緒
に
日

本
の
文
化
を
吸
収
し
た
い
で
す
。

私
た
ち
は
、
平
和
へ
続
く
正
し
い

道
に
い
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

聞
き
ま
し
た
。
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ

リ
ー
の
皆
さ
ん
に
感
謝
し
ま
す
。

紛
争
が
終
わ
る
こ
と
を
強
く
願
っ

て
い
ま
す
。

相
手
国
の
友
人
が
大
切
な
存
在
に

私
の
ボ
ー
イ
フ
レ
ン
ド
は
２
０

０
９
年
の
ガ
ザ
で
の
戦
争
で
国
境

を
守
る
任
務
に
就
い
た
後
、
ト
ラ

ウ
マ
か
ら
悪
夢
で
う
な
さ
れ
る
よ

う
に
。
紛
争
は
、
想
像
以
上
に
私

の
生
活
を
変
え
て
し
ま
い
ま
し
た
。

友
達
と
旅
行
す
る
当
た
り
前
の
よ

う
な
こ
と
も
、
私
た
ち
イ
ス
ラ
エ

ル
人
と
パ
レ
ス
チ
ナ
人
の
間
柄
で

は
難
し
い
で
す
。
パ
レ
ス
チ
ナ
の

参
加
者
の
到
着
を
心
配
し
な
が
ら

待
つ
間
、
私
に
と
っ
て
彼
ら
が
大

切
な
存
在
だ
と
実
感
し
ま
し
た
。

戦
後
復
興
し
た
日
本
を
手
本
に

２
０
０
２
年
、
14
歳
の
時
に
２

つ
歳
上
の
兄
が
、
イ
ス
ラ
エ
ル
軍

に
撃
た
れ
て
亡
く
な
り
ま
し
た
。

こ
の
出
来
事
は
私
た
ち
の
生
活
を

変
え
、
希
望
が
持
て
な
く
な
り
ま

し
た
。
２
０
１
７
年
に
遺
族
会
の

フ
ォ
ー
ラ
ム
に
参
加
。
イ
ス
ラ
エ

ル
人
と
の
交
流
を
通
じ
て
、
彼
ら

も
同
じ
人
間
だ
と
気
付
き
、
少
し

の
希
望
が
見
え
ま
し
た
。
日
本
は

戦
争
か
ら
復
興
を
遂
げ
た
、
私
た

ち
に
と
っ
て
の
手
本
。
東
洋
の
精

神
的
な
伝
統
を
学
び
た
い
で
す
。

紛
争
が
過
去
に
な
る
よ
う
に

イ
ス
ラ
エ
ル
軍
に
い
た
祖
父
は
、

父
が
10
歳
の
と
き
に
亡
く
な
り
ま

し
た
。
父
か
ら
初
め
て
祖
父
の
死

に
つ
い
て
聞
い
た
の
は
５
年
前
。

遺
族
会
が
開
い
た
平
和
集
会
で
、

父
が
家
族
を
亡
く
し
た
悲
し
み
を

語
る
姿
を
見
ま
し
た
。
そ
れ
を
機

に
、
遺
族
会
の
活
動
に
関
わ
り
、

２
０
１
６
年
の
和
歌
山
県
高
野
町

で
の
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
も
参
加

し
ま
し
た
。
い
つ
か
イ
ス
ラ
エ
ル

と
パ
レ
ス
チ
ナ
の
紛
争
が
「
過
去

の
も
の
」
と
言
え
る
日
が
来
る
こ

と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

パレスチナ
ヤナ・
アブアヤッシュさん

イスラエル
エバ・
テンドレットさん

パレスチナ
ラマ・
アブサラさん

イスラエル
アヤ・
ラフトさん

イスラエル
ミハル・
エリーザーさん

イスラエル引率者
イタイ・
レシェムさん

パレスチナ引率者
ムハンマド・
アブジャファルさん

パレスチナ
ルアンダ・
アクタムさん

1市民大会でホストファミリーと
記念撮影　2うちわを手に喜ぶ参
加者と綾部高校の生徒　3初体験
した茶道の作法に驚き　4自分で
選んだ浴衣を着付け　5使い慣れ
ないはしにチャレンジ　6全員で
京都市内を散策　7山東議長に遺
族会の活動などを紹介
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4 3 2

5 1アヤさん（イスラエル・写真中央）とラマさん（パレスチナ・写真左）を受け入れ

イスラエル・パレスチナ問題
　双方の歴史的認識が大きく違い、簡単に説明することは
困難ですが、基本的にはユダヤ人（イスラエル）とアラブ人
（パレスチナ）の土地を巡る争いです。第一次世界大戦時、
同じ土地に対する権利を双方に約束するイギリスの２枚舌
外交が、その原因を作ったと言われています。　
　1948年のイスラエル建国以降、４度にわたる中東戦争が
勃発。現在、イスラエルが軍事的・経済的にも圧倒的に優位
で、パレスチナの力は小さくなっています。また、アラブ諸
国も、一致してアラブの同胞（パレスチナ）を支援する気運
が低下。パレスチナ内部も２つの勢力に分かれており、対イ
スラエル政策に取り組むことが困難な状況です。
　解説：矢野裕巳氏

（大本イスラエル・パレスチナ平和研究所　常務理事・主任研究員）

相手と向き合う姿に感銘
　　  ホストファミリー　波多野　桜さん（味方町）

ことばことば

同プロジェクト初開催時には、首相官邸を訪問し
当時の小泉純一郎首相（写真中央）と面会。「絶
望は愚か者の結論。あきらめることなく和解への
希望を持ち続けてほしい」と激励を受けた

中東和平プロジェクト
　長く続くイスラエルとパレスチナの紛
争で親族などを亡くした若者たちを日本
に招へい。交流を通じてお互いを理解
し、平和の大切さへの認識を深めてもら
う取り組み。世界の混乱・紛争の起源の
多くが中東にあり「中東の和平は世界の
平和に通じる」という理念のもと、平成

15年に本市で初めて開催。以降、日本各
地で開催し、今回で９市町12回目。本市
では、平成22年に続き３回目となった。
平和な解決を目指して活動する、現地の
「遺族会」が、青年の派遣を担っている。

現在のパレスチナは、ヨルダン
川西岸地区とガザ地区のみ。現
在も領土争いが続いています

解 説解 説

サウジアラビア

イラク
シリア

地中海

レバノン

ガザ地区
ヨルダン川
西岸地区

ヨルダンイ
ス
ラ
エ
ルエジプト

成
年
後
見
セ
ミ
ナ
ー

市
社
会
福
祉
協
議
会
は
、
民
法

改
正
に
触
れ
な
が
ら
成
年
後
見
制

度
の
理
解
を
深
め
る
セ
ミ
ナ
ー
を

開
催
し
ま
す
。費
用
は
無
料
で
す
。

日
時
／
10
月
24
日（
木
）午
後
１
時

30
分
〜
３
時
30
分
。
場
所
／
あ
や

べ
・
日
東
精
工
ア
リ
ー
ナ
（
西
町

三
丁
目
）。
対
象
／
市
内
の
各
種

福
祉
関
係
者
や
当
事
者
、
家
族
、

そ
の
他
関
心
の
あ
る
人
。
申
込
み

／
事
前
に
社
会
福
祉
協
議
会
へ
。

問
同
協
議
会
☎（
43
）２
８
８
１

F（
43
）２
８
８
２

綾
部
市
民
駅
伝
競
走
大
会

市
な
ど
は
「
第
35
回
綾
部
市
民

駅
伝
競
走
大
会
」
の
出
場
者
を
募

集
し
ま
す
。

日
時
／
11
月
24
日（
日
）午
前
９
時

〜
。
会
場
／
総
合
運
動
公
園
（
上

杉
町
）。
部
門
／
中
学
生
、
高
校

生
、
一
般
の
部
（
い
ず
れ
も
男
子
、

女
子
）、
シ
ニ
ア
の
部
（
50
歳
以

上
、
男
女
混
合
可
）、
オ
ー
プ
ン

の
部
（
男
女
混
合
可
）。
距
離
／

５
区
間
13
㌔
㍍
。
参
加
資
格
／
市

内
在
住
、
在
勤
、
在
学
の
人
と
市

せ
ず
早
め
に
収
穫
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
不
要
な
カ
キ
や
ク
リ
の
木

な
ど
は
伐
採
し
て
く
だ
さ
い
。

遭
遇
に
よ
る
事
故
を
防
ぐ
た
め
、

鈴
や
ラ
ジ
オ
を
携
帯
し
、
音
で
人

の
存
在
を
示
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

万
一
の
た
め
、
ク
マ
撃
退
ス
プ
レ

ー
や
爆
竹
を
携
帯
し
ま
し
ょ
う
。

特
に
夕
方
か
ら
早
朝
に
か
け
て
は

注
意
が
必
要
で
す
。
多
く
の
人
に

注
意
喚
起
す
る
た
め
、
ク
マ
を
目

撃
し
た
と
き
や
ク
マ
の
痕
跡
と
思

わ
れ
る
も
の
を
発
見
し
た
と
き
は
、

農
林
課
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

問
同
課
☎（
42
）４
３
６
２

白
杖
安
全
デ
ー
府
内
北
部
集
会

府
視
覚
障
害
者
協
会
は
「
第
53

回
白
杖
安
全
デ
ー
府
内
北
部
集
会
」

を
開
催
。
視
覚
障
害
者
な
ど
が
歩

行
環
境
改
善
や
移
動
時
の
安
全
・

安
心
な
ど
を
啓
発
し
ま
す
。

内
容
／
視
覚
障
害
者
団
体
関
係
者

の
意
見
発
表
や
パ
レ
ー
ド
な
ど
。

日
時
／
10
月
19
日（
土
）午
後
０
時

30
分
〜
３
時
。
場
所
／
も
の
づ
く

り
交
流
館
（
青
野
町
）。
そ
の
他

／
申
し
込
み
は
不
要
、
誰
で
も
参

加
で
き
ま
す
。

問
同
協
会
斎
藤
綾
部
支
部
長

☎
０
９
０（
６
７
５
０
）２
９
２
１

済
み
定
期
券
（
写
し
可
）、
在
学

証
明
書
（
学
生
証
の
写
し
可
）、

住
民
票
、
印
鑑
を
お
持
ち
の
上
、

市
民
協
働
課
へ
。

問
同
課
☎（
42
）４
２
４
８

応
急
手
当
普
及
員
・
指
導
員
再
講
習

消
防
本
部
は
、
心
肺
蘇
生
法
や

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
取
り
扱
い
方
法
な
ど
の

知
識
・
技
術
の
普
及
を
行
う
、
普

及
員
・
指
導
員
の
再
講
習
会
を
実

施
し
ま
す
。

日
時
／
10
月
26
日（
土
）午
後
１
時

〜
４
時
。
場
所
／
消
防
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
（
味
方
町
）。
対

象
／
応
急
手
当
普
及
員
・
指
導
員

有
資
格
者
。
申
込
み
／
10
月
21
日

（
月
）ま
で
に
申
込
用
紙
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
消
防
本
部
へ
。

問
消
防
本
部
☎（
42
）０
１
１
９

F（
43
）１
４
８
３

ク
マ
の
出
没
に
注
意
！

今
年
も
す
で
に
、
熟
し
て
い
な

い
青
い
カ
キ
の
実
を
求
め
て
ク
マ

が
出
没
し
て
い
ま
す
。
カ
キ
が
青

い
か
ら
と
い
っ
て
安
心
せ
ず
①
幹

に
ト
タ
ン
を
巻
く
②
木
の
周
辺
を

電
気
柵
で
囲
む―

な
ど
の
対
策
を

お
願
い
し
ま
す
。
果
実
等
は
放
置

内
の
学
校
卒
業
生
。
申
込
み
／
10

月
11
日（
金
）ま
で
に
参
加
申
込
書

を
郵
送
か
持
参
、
フ
ァ
ク
ス
で
文

化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
へ
。
そ
の

他
／
小
学
生
駅
伝
も
同
日
開
催
。

詳
し
く
は
各
小
学
校
へ
。

問
同
課
☎（
42
）４
３
５
６

農
業
大
学
校
入
学
生

府
立
農
業
大
学
校
は
、
令
和
２

年
度
入
学
の
学
生
を
募
集
し
ま
す
。

試
験
日
／
推
薦
＝
10
月
25
日

（
金
）。
１
期
＝
12
月
17
日（
火
）。

２
期
＝
２
月
14
日（
金
）。
３
期
＝

３
月
13
日（
金
）。
時
間
／
推
薦
＝

午
前
10
時
〜
。
１
、
２
、
３
期
＝

午
前
９
時
20
分
〜
。
試
験
場
所
／

府
立
農
業
大
学
校
（
位
田
町
）。

出
願
資
格
／
高
校
か
中
等
教
育
学

校
の
卒
業
者
（
令
和
２
年
３
月
卒

業
見
込
み
）。
令
和
２
年
４
月
１

日
時
点
で
40
歳
未
満
の
人
。
募
集

人
数
／
20
人
程
度
（
推
薦
入
学
含

む
）。
学
業
期
間
／
２
年
間
（
全

寮
制
）。
受
付
期
間
／
推
薦
＝
９

月
24
日（
火
）〜
10
月
７
日（
月
）。

１
期
＝
11
月
18
日（
月
）〜
29
日

（
金
）。
２
期
＝
１
月
15
日（
水
）〜

28
日（
火
）。
３
期
＝
２
月
17
日

（
月
）〜
３
月
２
日（
月
）。

問
同
大
学
校

の
出
展
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

テ
ー
マ
／
「
輝
く
あ
や
べ
・
再
発

見
」。
綾
部
の
四
季
の
行
催
事
や

伝
統
祭
事
、
名
所
旧
跡
な
ど
観
光

の
魅
力
を
表
現
し
た
作
品
。
資
格

／
制
限
な
し
。
応
募
数
／
１
人
５

点
以
内
。
応
募
デ
ー
タ
／
デ
ジ
タ

ル
・
フ
ィ
ル
ム
カ
メ
ラ
、
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
な
ど
で
撮
影
し
た
Ｊ
Ｐ

Ｅ
Ｇ
形
式
。
単
写
真
で
未
発
表
の

も
の
。
提
出
物
／
氏
名
、
年
齢
、

性
別
、
住
所
、
作
品
タ
イ
ト
ル
、

撮
影
年
月
日
、
撮
影
場
所
、
デ
ジ

タ
ル
加
工
の
有
無
を
記
入
し
た
応

募
票
と
画
像
デ
ー
タ
。
応
募
方
法

／
記
録
物
（
Ｃ
Ｄ
）
の
郵
送
か
持

参
、
メ
ー
ル
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

応
募
フ
ォ
ー
ム
で
10
月
１
日（
火
）

〜
令
和
２
年
１
月
31
日（
金
）に
観

光
協
会
へ
。

問
同
協
会
☎（
42
）９
５
５
０

F（
42
）８
５
１
４

　
９
月
１
日
現
在
の
綾
部
市
の
推

計
人
口
は
３
２
１
７
７
人
（
男
１

５
４
７
４
、
女
１
６
７
０
３
）。

世
帯
数
は
１
３
７
５
８
世
帯
で
す
。

同
日
現
在
の
火
災
発
生
件
数
は

８
件
（
建
物
４
件
）
で
す
。

歩
く
約
10
㌔
㍍
。
健
脚
向
け
。
日

時
／
10
月
19
日（
土
）午
前
９
時
15

分
集
合
。
集
合
場
所
／
観
光
セ
ン

タ
ー
（
八
津
合
町
）。
参
加
費
／

２
０
０
０
円
。
最
少
催
行
人
数
／

５
人
。
定
員
／
先
着
10
人
。
申
込

み
／
10
月
16
日（
水
）午
後
５
時
。

そ
の
他
／
昼
食
持
参
。
ト
レ
ッ
キ

ン
グ
に
ふ
さ
わ
し
い
服
装
で
ご
参

加
く
だ
さ
い
。
紅
葉
の
君
尾
山
ト

レ
ッ
キ
ン
グ
＝
コ
ー
ス
／
国
宝
光

明
寺
二
王
門
や
大
ト
チ
な
ど
を
巡

る
約
８
㌔
㍍
。
日
時
／
11
月
16
日

（
土
）午
前
10
時
集
合
。
集
合
場
所

／
あ
や
べ
温
泉
（
睦
寄
町
）。
参

加
費
／
２
８
０
０
円
（
昼
食
代
込

み
）。
最
少
催
行
人
数
／
５
人
。

定
員
／
先
着
15
人
。
申
込
み
／
11

月
11
日（
月
）午
後
５
時
。
そ
の
他

／
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
に
ふ
さ
わ
し
い

服
装
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
共
通

＝
申
込
方
法
／
コ
ー
ス
名
、住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
観
光

協
会
へ
。
そ
の
他
／
雨
天
中
止
。

飲
み
物
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

問
同
協
会
☎（
42
）９
５
５
０

F（
42
）８
５
１
４

あ
や
べ
観
光
フ
ォ
ト
コ
ン
ク
ー
ル

市
観
光
協
会
は
「
あ
や
べ
観
光

デ
ジ
タ
ル
フ
ォ
ト
コ
ン
ク
ー
ル
」

　☎（
48
）０
３
２
１

F（
48
）０
３
２
２

秋
の
綾
部
を
歩
こ
う
！

秋
の
行
楽
シ
ー
ズ
ン
は
、
日
帰

り
で
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
が
多
数

開
催
さ
れ
ま
す
。
自
然
や
歴
史
を

感
じ
な
が
ら
歩
き
ま
せ
ん
か
。

寺
山
と
四
尾
山
ゆ
っ
く
り
登
山
＝

コ
ー
ス
／
ネ
イ
チ
ャ
ー
ガ
イ
ド
と

自
然
観
察
し
な
が
ら
若
宮
神
社
・

寺
山
・
四
尾
山
・
南
ヶ
丘
公
園
を

巡
る
約
６
・
２
㌔
㍍
。
日
時
／
10

月
12
日（
土
）午
前
10
時
集
合
。
集

合
場
所
／
あ
や
べ
観
光
案
内
所

（
駅
前
通
り
）。
参
加
費
／
１
０
０

０
円
。
最
少
催
行
人
数
／
６
人
。

定
員
／
先
着
15
人
。
申
込
み
／
10

月
９
日（
水
）午
後
５
時
。
そ
の
他

／
昼
食
持
参
。
明
智
光
秀
の
人
間

関
係
お
さ
ら
い
ツ
ア
ー
＝
コ
ー
ス

／
明
智
平
や
綾
部
井
堰
な
ど
光
秀

ゆ
か
り
の
地
を
巡
る
約
７
㌔
㍍
。

日
時
／
10
月
13
日（
日
）午
前
10
時

20
分
集
合
。
集
合
場
所
／
あ
や
べ

観
光
案
内
所
（
駅
前
通
り
）。
参

加
費
／
５
０
０
円
。
最
少
催
行
人

数
／
６
人
。
申
込
み
／
10
月
10
日

（
木
） 

午
後
５
時
。
そ
の
他
／
昼

食
持
参
。
大
栗
峠
＝
コ
ー
ス
／
上

林
と
和
知
を
結
ぶ
里
山
の
古
道
を

市役所☎（42）3280 F（42）4406  保健推進課F（42）5488

綾
部
市
戦
没
者
追
悼
式

市
内
２
４
０
０
有
余
人
の
戦
没

者
の
尊
い
犠
牲
に
対
し
、
追
悼
の

誠
を
さ
さ
げ
ま
す
。
ま
た
、
遺
族

の
ご
労
苦
に
敬
意
を
表
し
、
平
和

へ
の
誓
い
を
新
た
に
し
ま
す
。

日
時
／
10
月
17
日（
木
）午
前
10
時

〜
。
場
所
／
中
丹
文
化
会
館
（
里

町
）。
参
列
者
／
遺
族
（
戦
没
者

の
配
偶
者
・
３
親
等
内
の
親
族
な

ど
）。
参
列
を
希
望
す
る
一
般
の

方
は
９
月
30
日（
月
）ま
で
に
社
会

福
祉
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
同
課
☎（
42
）４
２
５
０

通
学
定
期
券
購
入
費
補
助

市
鉄
道
利
用
促
進
事
業
実
行
委

員
会
は
、
Ｊ
Ｒ
や
京
都
丹
後
鉄
道

で
市
外
へ
通
学
し
て
い
る
市
内
在

住
の
大
学
生
と
専
門
学
校
生
、
予

備
校
生
に
通
学
定
期
券
購
入
費
の

５
分
の
１
（
年
間
の
上
限
は
５
万

円
）
を
補
助
し
ま
す
。

対
象
／
今
年
４
月
１
日
〜
９
月
30

日
に
期
限
切
れ
と
な
る
定
期
券
。

申
請
期
間
／
10
月
１
日（
火
）〜
31

日（
木
）。
申
請
／
申
請
書
と
使
用

【記事の見方】　☎＝電話　F＝ファクス　　  
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お間違えなく  市立病院☎（43）0123

祝令和！いこいの村まつり2019

日時：2019年10月20日㈰

【お問い合わせ】
綾部市十倉名畑町久瀬谷2番地

いこいの村まつり担当：中川・渡辺・坂田
TEL：0773－46－0101　FAX：0773－46－0610

いこいの村聴覚言語障害センター

ボランティア・模擬店出店者募集中！

～未来に向けて
　コミュニケーションの花を咲かそう～

京都府中丹文化会館 ☎0773-42-7705

前 売 り
14：00開演

2,500円《全席指定》

フォレスタ
コンサート
　　　 in 中丹

フォレスタ
コンサート
　　　 in 中丹
10月19日土

Inform
ation

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

ホームヘルパー
大募集！
訪問介護のパイオニア

応募・お問い合わせは、
ミストラル介護センター綾部

47ー5333

募

　
　集

人
口
・
火
災

“自律神経失調症”って何??“自律神経失調症”って何??“自律神経失調症”って何??
やる気がしない、不安感、不眠、イライラ、めまい、頭痛、
耳鳴り、動悸、息苦しい、急に熱くなったり汗が出るなど、

体調や気分がスッキリしない！

こんな時は、漢方が効く！

※残り僅かです。売り切れの場合ご容赦ください。※残り僅かです。売り切れの場合ご容赦ください。
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自作のロボットで対戦

　8月11～14日、青野町のあや
べグンゼスクエアで「あやべ夏
あかり」が開催されました。綾
部の特色を表現した、市民によ
る12種類のあかりが会場を彩
りました。

　綾部鉄工工業協同組合（大槻浩平理事
長）は青野町のものづくり交流館で「あやべ
ロボットコンテスト2019」を行いました。こ
のコンテストは、７月24日に参加者がロボッ
トを製作し、家に持ち帰って改造。１か月後
の８月24日の競技会で、５本のロープを運ぶ
速さを競いました。優勝した物部小６年の人見凌平くん
（物部町）は「ブルドーザーの形で全部のロープをまとめ
て落とした。参加してよかった」と話しました。
　会場には、吉本興業所属の京都府住みます芸人「モン
ブラン」が実況で参加。休憩時間に大道芸などを披露
し、会場を盛り上げました。

市は８月27日、里町の中央公民館で第１回「人権
を考えるセミナー」を開催しました。当日は226人
が参加。講師のみえ人権教育・啓発研究会代表の松

村智広さんは「他人事ではなく自分事のよ
うに考えると、人にやさしく接することが
できる。知識を認識に変えることが必要」
と、他人を思いやる感覚を磨く大切さを伝
えました。同セミナーは12月まで毎月１回
開催。この機会にぜひご参加ください。

人権を学ぶセミナーはじまる

　８月３日、十倉名畑町の黒
谷和紙工芸の里で和紙に触れ
て学ぶ体験イベント「和紙を
わし！わし！」が開催されま
した。７組15人の家族が参加
し、黒谷和紙の作り方や歴史
を展示している施設内をク
イズラリー形式で見学。その後、和紙
を実際に触り、丸めて投げた
り、くしゃくしゃに
したりして、手触
りや強度を体感
しました。

大きな紙をわしわし！

市民創作あかり鮮やかに
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装
い
新
た
に
２
日
間
開
催

毎
秋
恒
例
の
あ
や
べ
産
業
ま
つ

り
（
同
実
行
委
主
催
）。
例
年
11

月
に
市
農
林
業
振
興
祭
や
あ
や
べ

商
工
フ
ェ
ア
な
ど
、
４
つ
の
イ
ベ

ン
ト
を
同
時
開
催
し
て
き
ま
し

た
。
本
年
は
、
各
イ
ベ
ン
ト
の
趣

旨
を
分
か
り
や
す
く
す
る
た
め
農

林
関
係
と
商
工
関
係
の
イ
ベ
ン
ト

に
分
け
、
10
月
に
２
日
間
に
わ

た
っ
て
開
催
。
本
市
の
産
業
を
広

く
Ｐ
Ｒ
し
ま
す
。

２
日
間
と
も
来
場
し
た
人
に
は

抽
選
で
、
あ
や
べ
温
泉
の
ペ
ア
宿

泊
券
な
ど
が
当
た
り
ま
す
。

日
時
／
10
月
５
日（
土
）、
６
日

（
日
）午
前
９
時
〜
午
後
３
時
。
場

所
／
あ
や
べ
グ
ン
ゼ
ス
ク
エ
ア

（
青
野
町
）。
内
容
／
５
日
▽
農
産

物
や
加
工
品
、
特
産
品
の
販
売
▽

丹
波
く
り
の
販
売
▽
体
験
イ
ベ
ン

ト
▽
風
船
プ
レ
ゼ
ン
ト―

な
ど
。

６
日
▽
商
工
業
者
の
製
品
販
売
と

展
示
▽
綾
部
工
業
団
地
立
地
企
業

の
Ｐ
Ｒ
・
ゲ
ー
ム
▽
ス
テ
ー
ジ
イ

ベ
ン
ト
▽
体
験
ブ
ー
ス
▽
バ
ル
ー

ン
ア
ー
ト―

な
ど
。

車
は
指
定
の
駐
車
場
へ

駐
車
場
は
、
あ
や
べ
グ
ン
ゼ
ス

ク
エ
ア
（
青
野
町
）
や
由
良
川
花

庭
園
（
同
）、
あ
や
べ
・
日
東
精

工
ア
リ
ー
ナ
（
西
町
三
丁
目
）
な

ど
に
約
６
０
０
台
分
を
確
保
し
て

い
ま
す
。
周
辺
商
業
施
設
に
は
絶

対
に
駐
車
し
な
い
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。
駐
車
場
は
混
雑
が
予
想
さ

れ
ま
す
。
あ
や
バ
ス
の
利
用
や
徒

歩
、
自
転
車
で
の
来
場
に
ご
協
力

く
だ
さ
い
。

豪
華
景
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

綾
の
ま
ち
め
ぐ
り
フ
ェ
ス
（「
海

の
京
都
」
綾
部
地
区
協
議
会
主
催
）

は
、
10
月
19
日（
土
）か
ら
11
月
17

日（
日
）ま
で
市
街
地
一
円
で
開
催
。

西
町
ア
イ
タ
ウ
ン
で
買
い
物
を
す

る
と
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
・
ス
タ
ジ
オ
・

ジ
ャ
パ
ン
の
ペ
ア
チ
ケ
ッ
ト
な
ど
、

豪
華
景
品
が
当
た
る
プ
レ
ゼ
ン
ト

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や
ワ
ン
コ
イ
ン
商

店
街
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

初
日
は
企
画
が
盛
り
だ
く
さ
ん

19
日
は
、
午
前
10
時
か
ら
午
後

３
時
ま
で
西
町
ア
イ
タ
ウ
ン
一
番

街
を
歩
行
者
天
国
に
し
、
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
。
本
市

出
身
で
元
フ
ッ
ト
サ
ル
日
本
代
表

の
相
根
澄
さ
ん
＝
写
真
＝
や
元
東

レ
ア
ロ
ー
ズ
（
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
）
の
大
槻
め
ぐ
み
さ
ん
な
ど
ス

ポ
ー
ツ
関
係
者
に
よ
る
ト
ー
ク

シ
ョ
ー
▽
グ
ル
メ
ブ
ー
ス
の
出
店

▽
府
立
農
業
大
学
校
の
野
菜
や
お

茶
の
販
売
▽
ヤ
カ
ー
リ
ン
グ―

な
ど
、

楽
し
い
企
画
が
目
白
押
し
で
す
。

秋
の
イ
ベ
ン
ト
情
報

　秋
の
恒
例
イ
ベ
ン
ト
「
あ
や
べ
産
業
ま
つ
り
」
と
「
綾
の
ま
ち
め
ぐ
り
フ
ェ
ス
」

に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。
ど
ち
ら
も
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

上／フルーツカービングの実演と体験教室を実施（当日受付）
下／水源の里集落の特産品なども販売します（いずれも5日）

ピンボールなどのゲームで景品も（６日）

日本代表時代の相根さん

各
種
催
し
多
彩
に

　 
あ
や
べ
産
業
ま
つ
り

ま
ち
な
か
の
に
ぎ
わ
い
創
出

　 

綾
の
ま
ち
め
ぐ
り
フ
ェ
ス

●秋のバラまつり（10月19日～、綾部バラ園）
●綾部市菊花展（11月2～6日、あやべグンゼスクエア）
●秋のふれあい牧場まつり（11月３日、綾部ふれあい牧場）
●私市円山古墳まつり（11月３日、私市円山古墳公園）
●黒谷和紙ともみじ祭（11月10日、黒谷町）
●山家もみじまつり（11月15～17日、山家城址公園）
●綾部もみじまつり（11月15～17日、大本本部）

綾のまちめぐりフェス期間中イベント

（期間、会場）
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ブラン」が実況で参加。休憩時間に大道芸などを披露
し、会場を盛り上げました。

市は８月27日、里町の中央公民館で第１回「人権
を考えるセミナー」を開催しました。当日は226人
が参加。講師のみえ人権教育・啓発研究会代表の松

村智広さんは「他人事ではなく自分事のよ
うに考えると、人にやさしく接することが
できる。知識を認識に変えることが必要」
と、他人を思いやる感覚を磨く大切さを伝
えました。同セミナーは12月まで毎月１回
開催。この機会にぜひご参加ください。

人権を学ぶセミナーはじまる

　８月３日、十倉名畑町の黒
谷和紙工芸の里で和紙に触れ
て学ぶ体験イベント「和紙を
わし！わし！」が開催されま
した。７組15人の家族が参加
し、黒谷和紙の作り方や歴史
を展示している施設内をク
イズラリー形式で見学。その後、和紙
を実際に触り、丸めて投げた
り、くしゃくしゃに
したりして、手触
りや強度を体感
しました。

大きな紙をわしわし！
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